
 

第 43 期第 9回理事会議事録 

 

日  時：2025 年 6 月 12 日（木）13時 00 分～16 時 10 分 

会  場：日本気象学会事務室（Web 会議方式） 

出席理事：青栁曉典,阿部彩子,荒川知子,稲津將,猪上華子,今田由紀子,江口菜穂,榎本剛,

杉本志織,竹見哲也,竹村俊彦,立花義裕,中村尚,萩谷聡,早坂忠裕,堀之内武,渡

部雅浩 17名（理事総数 20 名） 

欠席理事：佐藤正樹,原田やよい,三好建正 以上 3名 

出席監事：吉田聡 1 名 

その他の出席者：萬納寺信崇, 福本昌史，高橋清利（事務局） 

 

議 題 

１．協議事項 

1） 会員の新規加入について 

新入会員 60，退会 46を全会一致で承認した．2025 年 6月 9 日現在，会員数 3,307

名で個人会員は 3,120 名． 

2） 第 43期第 8回理事会議事録の確認 

議事録案について，全会一致で承認した． 

3） 2025 年度総会議事録の確認 

議事録案について，全会一致で承認した. 

２．報告事項 

1） WG からの報告 

① 大会実施形態の移行に関する WG・・・以下の内容が報告・議論された. 

 2027 年度から春季大会は JpGU と合同開催,秋季大会のみ気象学会単独開催

とする WGの案は前回の理事会までに賛同されており，2025 年 5 月の総会で

は議事の前に理事長から報告された．WG 案は本理事会で承認し，本 WG の役

目を完了とする． 

 理事長から会員向けに総会資料に基づいて周知する．また，大会実施形態の

移行について，その背景を含め天気に記事を掲載する． 

 細則や規程の「春季大会」「秋季大会」の記載の改定は，来年の総会の審議事

項とすべく，改正提案を理事会に諮っていくこととする． 

2） 業務執行理事の報告 

① 「庶務」庶務報告(第 9回)・・・以下の内容が報告された 

 後援名義等使用依頼受付（協賛：7件） 

1） 名称：熱中症予防対策に関するシンポジウムその２ 

主催：日本ヒートアイランド学会 



 

期日：2025 年 6 月 11 日 

会場：Zoom による WEB 配信 

名義：協賛 

2） 名称：日本機械学会 No.25-61 講習会 流体力学基礎講座 －基礎学理か

ら数値流体力学の基礎と実例 

主催：一般社団法人日本機械学会 

期日：2025 年 6 月 19～20 日 

会場：Zoom を利用したオンライン開催 

名義：協賛 

3） 名称：日本機械学会 No.25-67 講習会 「CFD の基礎とノウハウ」 

主催：一般社団法人日本機械学会 

期日：2025 年 6 月 26 日 

会場：Zoom を利用したオンライン開催 

名義：協賛 

4） 名称：日本機械学会 No.25-85 講習会  「実流流体力学 流体計測の基礎」 

主催：一般社団法人日本機械学会 

期日：2025 年 8 月 28 日（木） 

会場：Zoom を利用したオンライン開催 

名義：協賛 

5） 名称：日本機械学会 No.25-50 第 38 回計算力学講演（CMD2025） 

主催：一般社団法人日本機械学会 

期日：2025 年 9 月 24～26 日 

会場：信州大学工学部（長野（工学）キャンパス） 

名義：協賛 

6） 名称：2025 年度（令和 7年度）日本太陽エネルギー学会 

主催：日本太陽エネルギー学会 

期日：2025 年 11 月 2～3日 

会場：明治大学駿河台キャンパスリバティータワー 

名義：協賛 

7） 名称：第 39 回数値流体力学シンポジウム 

主催：日本流体力学会 

期日：2025 年 12 月 16～18 日 

会場：北九州国際会議場（福岡県北九州市） 

名義：協賛 

 寄附者リスト（2025.3.10～2025.6.11） 

なし 



 

② 会計担当執行理事(第 9回)・・・以下の内容が報告された 

 2025 年 3～5 月分の現預金検査 

 流動資金(運転資金)の月ごとの推移 

③ 研究連絡会活動補助金申請，活動報告 

・ 第 19回航空気象研究会，天気予報研究連絡会，第 37 回日本気象学会夏季特

別セミナーの開催及び経理の報告があった． 

3） 委員会報告 

① 「企画調整」・・・以下の内容が報告・議論された. 

 学会運営の将来構想検討 WG の設置を承認した． 

 今期（第 43期）は将来構想を検討・議論し，次期（第 44期）で実行できる

よう議論の集約を目指す． 

② 「天気編集」・・・以下の内容が報告された. 

 2025 年 3～9 月号の予定記事． 

③ 「気象集誌編集」・・・以下の内容が報告された. 

 収支の見積もりに関する理事会報告について，論文掲載料（APC）とこれに

係る収支の試算について訂正があった． 

 1 月以降の投稿は 15-16 本，このうちいくつかは reject となり，投稿数が

少ない．周囲への投稿の呼びかけを歓迎. 

④ 「SOLA 編集」・・・以下の内容が報告された. 

 2025 年 9月の投稿分から Springer の投稿審査システムによる投稿受付を開

始する．会員への周知を積極的に実施する． 

⑤ 「気象研究ノート編集」・・・以下の内容が報告・議論された. 

 「成層圏対流圏をめぐる大気」について夏頃に発刊できる見込み．今年度

内に数件発刊予定． 

⑥ 「藤原賞」・・・以下の内容が報告された. 

 5/2 と 6/4 に推薦委員会を開催，選定した 2名の推薦文を確認した． 

⑦ 「堀内賞」・・・以下の内容が報告された. 

 推薦委員会を開催，選定した 2名の推薦文を確認した． 

⑧ 「正野賞」・・・以下の内容が報告・議論された. 

 募集に伴い掲載する過去の受賞者リストでの所属の記載について，受賞

決定時と掲載時で所属が異なる場合，受賞決定時の所属を記載すること

とした． 

⑨ 「山本賞」・・・以下の内容が報告・議論された. 

 6/12 及び次週に推薦委員会を開催．優秀な候補者が多く，原則 2 名選出

のところ，今回は 3名の選出の可能性を承認した． 

⑩ 「松野賞」・・・以下の内容が報告された. 



 

 春季大会において 34 名のエントリーがあり，発表が特に優秀だった 6名

に授与することに決定した． 

⑪ 「部外表彰等」・・・以下の内容が報告された. 

 4 月に阿部彩子氏が文部科学大臣表彰の科学技術賞を受賞した． 

⑫ 「名誉会員推薦」・・・以下の内容が報告された. 

 来年の春までに新たな名誉会員を選定するよう進める． 

① 「気象災害」・・・以下の内容が報告された. 

 防災学術連携体シンポジウム「防災庁への期待」にて， 「連鎖する異常気

象・複合災害 ・マスコミとの連携」とのタイトルで気象学会として講演し，

風水害だけでなく雪による害や，猛暑も災害であることを強調した． 

 防災学術連携体からの市民へのメッセージ「2025 年夏秋の気象災害に備

えましょう」（6/25）で，中村尚理事から気象学会としてメッセージを発

出する． 

⑨ 「気象研究コンソーシアム」・・・以下の内容が報告された. 

 秋季大会において， 「気象庁第３次長期再解析（JRA-3Q）と日本における

今後の長期再解析の展望」を共催することとし，現在招待講演者を選定中． 

⑩ 「教育と普及」・・・以下の内容が報告された. 

 ジュニアセッションを 5/14 にオンライン，5/17 に対面で開催，多数の参

加があった．小倉基金による旅費補助金 65,700 円を支給した． 

 夏季大学は 8/9,10 に気象庁の講堂で実施する． 

 ジュニアの国際交流は聖光学院に計 30 万円を助成した．秋季の募集は，

小倉基金の支出状況を踏まえて実施を判断する． 

 サイエンスカフェについて，5/6 の実施，7/5 の実施予定を報告． 

⑪ 「国際学術交流」・・・以下の内容が報告された. 

 海外研究集会の補助金申請１件について報告． 

 秋季学会での小倉レクチャーへの Adam Scaife 氏（英国気象局ハドレー

センター）の招へいに関する費用について報告があった．なお，希望があ

れば気象庁関係者とScaife氏で議論や情報交換をする機会を設けること

を検討する． 

 韓国気象学会（KMS）との MOU について，案文を承認した．署名の交換等

について先方と調整する． 

⑫ 「人材育成男女共同参画」・・・以下の内容が報告された. 

 HP で気象学が学べる大学・大学院リストを更新している． 

⑬ 「広報委員会」・・・以下の内容が承認・報告された. 

 X（旧ツイッター）の有料プランの年会費 10,280 円の請求を承認した． 

 春季大会開催に伴うプレスリリースの実施，新サイトの検討，X Pro の運



 

用に伴う SNS ガイドラインの検討，問い合わせフォームの変更（Google

フォームへ），会員サイトのログインを Google のログインに集約するこ

とについて報告された． 

4） 理事長報告 

 特になし. 

5） その他 

 特になし. 

 

以上について，議事録を作成し，理事長および監事が記名押印する． 

 

2025 年 8月 7日 

 

公益社団法人日本気象学会 

 

理事長 竹見 哲也 

 

監 事 川瀬 宏明 

 

監 事 吉田 聡 


